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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
１台で複数の電話番号の使用が可能であり、かつ、所定の画像を表示可能な表示部を備え
た携帯電話機であって、
発呼を行うための指示の入力を可能とする発呼指示入力手段と、
前記発呼指示入力手段によって発呼を行うための指示が入力されたことを受けて、前記複
数の電話番号に関する画像、及び、前記複数の電話番号の各々についての通話時間若しく
は通話料金に関する画像を前記表示部に表示させる電話番号選択画像表示手段と、
前記電話番号選択画像表示手段によって前記表示部に画像が表示されているとき、前記複
数の電話番号のうち、発呼を行うために使用する１つの電話番号を選択可能とする電話番
号選択手段と、
前記電話番号選択手段によって選択された電話番号により発呼を行う発呼手段と、
当該電話番号に関する料金支払い先の締め日の最終時刻を起算点とした場合の現時点まで
の通話累積時間に、単位時間あたりの通話料金を乗じることによって前記複数の電話番号
の各々についての通話料金を算出する通話料金算出手段と、
前記電話番号選択手段によって電話番号が選択された際に、当該電話番号を着信相手先に
通知するか非通知とするかを選択するための通知／非通知選択画像を前記表示部に表示さ
せる通知／非通知選択画像表示手段と
を備え、
相手先の電話番号を前記複数の電話番号の各々に関連付けて電話番号記憶回路に記憶させ
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ておき、
前記通知／非通知選択画像は、前記電話番号選択手段によって選択された電話番号が、相
手先の電話番号と関連付けられた電話番号である場合に表示されず、相手先の電話番号と
関連付けられた電話番号でない場合に表示される
ことを特徴とする携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、携帯電話機に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来から、携帯電話機の電話番号は、携帯電話会社と提携する代理店において、携帯電話
会社ごとの専用の入力機によって携帯電話機自体にインストールされるため、１台の携帯
電話機に複数の携帯電話会社の電話番号を使用可能とすることは不可能である。しかし、
携帯電話会社によっては、通信方式が異なるＰＤＣ（Personal Digital Cellular）とＰ
ＨＳ（Personal Handy phone System）との２種類の携帯電話機を取り扱っている会社が
存在しており、そのような携帯電話会社からは、１台でＰＤＣとＰＨＳとの２つの電話番
号を使用可能とした携帯電話機が提供されている。
【０００３】
従来から、例えば、１台で２つの電話番号を使用可能とする携帯電話機（例えば、特許文
献１、２参照）、ＰＤＣ又はＰＨＳのいずれかに利用者の操作によって切替可能な携帯電
話機（例えば、特許文献３参照）、１台で２つの電話番号を使用可能であって通話料金の
安い電話番号が発呼時に自動選択される携帯電話機（例えば、特許文献４参照）等、１台
で２つの電話番号を使用可能とする携帯電話機は多く存在するが、あまり普及してはおら
ず、複数の電話番号を必要とする人は複数の携帯電話機を所持しているのが一般的である
。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１１１８１０号公報
【特許文献２】特開２００２－１９９１００号公報
【特許文献３】特開２０００－３４９８７１号公報
【特許文献４】特開２００３－１８９０１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
ところで、使用者が複数の携帯電話機を所持するのは、業務用と私的用との２つの用途に
使用したいという要望によることが多く、そのような場合には２つの携帯電話機を所持す
るのが通常であるが、職業等によっては３つ以上の携帯電話機を所持している使用者も少
なくはない。そして３つ以上の携帯電話機を所持する理由としては、単に業務用と私的用
とで料金の支払い先を明確に区別しようという要望より、近年複雑化している料金体系に
応じて発信時に携帯電話機を使い分けて料金の低減を図ったり、料金支払いの締め日にあ
わせて携帯電話機を使い分けようという要望が強い。
【０００６】
しかしながら、例えば、或る携帯電話機で１万円まで通話料金が無料になるサービスを受
けているにも拘わらず、他の携帯電話機で通話する機会が多いと、料金支払いの締め日ま
でに当該サービスの利益を享受し得ないことになるばかりか、普段であれば当該他の携帯
電話機で通話している着信相手に対して、サービスを受けている携帯電話機を用いて通話
するという事態も生じかねない。このように、使用者が料金体系等に応じて自己の都合に
よって携帯電話機を選択すると、着信相手に複数の携帯電話機を所持していることが知ら
れてしまい人間関係が悪化してしまうおそれがある。
【０００７】
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特許文献１、２に記載の携帯電話機によれば、複数の携帯電話機を所持することなく、業
務用と私的用との支払い先を明確に区別することができるが、近年の複雑な料金体系に応
じて料金の低減を図ることが困難である。また、特許文献３に記載の携帯電話機によれば
、業務用と私的用との支払い先を明確に区別することが困難である。さらに、特許文献４
に記載の携帯電話機によれば、通話料金の安い電話番号が自動的に選択されてしまうため
、業務用と私的用との２つの用途に使い分けることができず、着信相手に複数の電話番号
を使用していることが知られてしまい人間関係が悪化してしまうおそれがある。
【０００８】
本発明は上述した問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、複数の用途に明確に区
別して使用可能であり、着信相手に複数の電話番号を使用していることを知られないよう
にして人間関係の悪化を防止しつつ、近年の複雑な料金体系に対応して通話料金の低減を
図り得る携帯電話機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
上述した課題を解決するために、本発明は、以下のようなものを提供する。
１台で複数の電話番号の使用が可能であり、かつ、所定の画像を表示可能な表示部を備え
た携帯電話機であって、
発呼を行うための指示の入力を可能とする発呼指示入力手段と、
前記発呼指示入力手段によって発呼を行うための指示が入力されたことを受けて、前記複
数の電話番号に関する画像、及び、前記複数の電話番号の各々についての通話時間若しく
は通話料金に関する画像を前記表示部に表示させる電話番号選択画像表示手段と、
前記電話番号選択画像表示手段によって前記表示部に画像が表示されているとき、前記複
数の電話番号のうち、発呼を行うために使用する１つの電話番号を選択可能とする電話番
号選択手段と、
前記電話番号選択手段によって選択された電話番号により発呼を行う発呼手段と、
当該電話番号に関する料金支払い先の締め日の最終時刻を起算点とした場合の現時点まで
の通話累積時間に、単位時間あたりの通話料金を乗じることによって前記複数の電話番号
の各々についての通話料金を算出する通話料金算出手段と、
前記電話番号選択手段によって電話番号が選択された際に、当該電話番号を着信相手先に
通知するか非通知とするかを選択するための通知／非通知選択画像を前記表示部に表示さ
せる通知／非通知選択画像表示手段と
を備え、
相手先の電話番号を前記複数の電話番号の各々に関連付けて電話番号記憶回路に記憶させ
ておき、
前記通知／非通知選択画像は、前記電話番号選択手段によって選択された電話番号が、相
手先の電話番号と関連付けられた電話番号である場合に表示されず、相手先の電話番号と
関連付けられた電話番号でない場合に表示されることを特徴とする。
（１）１台で複数の電話番号の使用が可能であり、かつ、所定の画像を表示可能な表示部
を備えた携帯電話機であって、
発呼を行うための指示の入力を可能とする発呼指示入力手段と、上記発呼指示入力手段に
よって発呼を行うための指示が入力されたことを受けて、上記複数の電話番号に関する画
像、及び、上記複数の電話番号の各々についての通話時間若しくは通話料金に関する画像
を上記表示部に表示させる電話番号選択画像表示手段と、上記電話番号選択画像表示手段
によって上記表示部に画像が表示されているとき、上記複数の電話番号のうち、発呼を行
うために使用する１つの電話番号を選択可能とする電話番号選択手段と、上記電話番号選
択手段によって選択された電話番号により発呼を行う発呼手段とを備えたことを特徴とす
る。
【００１０】
（１）の発明によれば、複数の電話番号から、発呼時に使用する電話番号を任意に選択す
ることができるため、複数の用途に明確に区別して使用することができ、着信相手に複数
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の電話番号を使用していることを知られないようにして人間関係の悪化を防止することが
できる。また、通話時間又は通話料金に関する画像を見ながら電話番号を選択することが
できるため、近年の複雑な料金体系に対応して通話料金の低減を図ることができる。
【００１１】
さらに、本発明は、以下のようなものを提供する。
（２）　上記（１）に記載の携帯電話機であって、
上記電話番号選択手段によって電話番号が選択された際に、当該電話番号を着信相手先に
通知するか非通知とするかを選択するための通知／非通知選択画像を上記表示部に表示さ
せる通知／非通知選択画像表示手段を備えたことを特徴とする。
【００１２】
（２）の発明によれば、普段には一の電話番号で通話している着信相手に他の電話番号に
電話することになったような場合、当該他の電話番号を着信相手先に通知するか、非通知
とするか選択させることができるため、料金体系に対応して使用する電話番号を変更しな
がら、着信相手に複数の電話番号を使用していることを知られないようにして人間関係の
悪化を防止することができる。
【発明の効果】
【００１３】
本発明の構成によれば、複数の用途に明確に区別して使用可能であり、着信相手に複数の
電話番号を使用していることを知られないようにして人間関係の悪化を防止しつつ、近年
の複雑な料金体系に対応して通話料金の低減を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
本発明の実施形態について図面に基づいて説明する。以下においては、１台で３つの電話
番号の使用が可能な携帯電話機について説明することにする。勿論、本発明の携帯電話機
において、１台で使用可能な電話番号の数は複数であれば、特に限定されるものではない
。
図１は、本発明の携帯電話機の一例を模式的に示す斜視図である。
【００１５】
携帯電話機１は、基地局にキャリアの入出力を行う３本のアンテナ８ａ～８ｃ（図示せず
）をその内部に有するアンテナ部２と、電話に出たときに相手局（着信相手先）の音声を
聞くための受話口３と、各種機能の設定や着信時に相手先の電話番号や氏名等を表示する
ための表示部としてのディスプレイ４と、着信音量や通話音量を調節したり、メモリダイ
ヤルの内容をディスプレイ４上に所要の状態で表示させたり、各種機能の設定を選択する
ための十字方向操作キー５と、電話番号や文字等を入力する際に使用されるダイヤルキー
を含む操作キー群６と、通話中に自局の音声を伝えるための送話口７とを備えている。操
作キー群６には、発呼指示入力手段として機能する発信ボタンが含まれている。
【００１６】
携帯電話機１の外装は、所要の内装部品（電子部品を含む）を収容するためのケース１１
と、ケース１１に収容された内装部品を覆うカバー１２とに分割されており、ケース１１
内に内装部品を収容した状態で、ケース１１及びカバー１２の両者を嵌め合わせることに
より構成されている。
【００１７】
アンテナ部２は、携帯電話機１で使用可能な３つの電話番号にそれぞれ対応した３本のア
ンテナ８ａ～８ｃ（図示せず）をその内部に有するものであり、ケース１１及びカバー１
２の両者に挟み込まれ、その先端部が携帯電話機１の前端左側から前方へ突出している。
受話口３は、カバー１２の前方部に形成される一方、送話口７は、カバー１２の後方部に
形成されている。ディスプレイ４の表示面は、受話口３の下方位置においてカバー１２か
ら露出しており、操作キー群６の操作面は、送話口７の上方位置においてカバー１２から
露出している。
【００１８】
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十字方向操作キー５は、通信を行うべく携帯電話機１を把持した際に母指での操作を容易
にするように、ディスプレイ４と操作キー群６との間で、かつ、携帯電話機１の幅方向中
央部に配置されている。
【００１９】
図２は、図１に示した携帯電話機の内部構成を示すブロック図である。
携帯電話機１の３つの電話番号に対応した３本のアンテナ８ａ～８ｃは、それぞれ基地局
とのキャリアの入出力を行う。アンテナ８ａ～８ｃには、それぞれ信号処理回路１０１ａ
～１０１ｃが接続されている。
【００２０】
信号処理回路１０１（１０１ａ～１０１ｃ）は、アンテナ８（８ａ～８ｃ）より入力され
た受信キャリアの復調処理を行う受信器と、送信キャリアを変調処理する送信器と、受信
器及び送信器に対して送信キャリア及び受信キャリアの送受信周波数の制御を行うシンセ
サイザと、音声及び制御情報の復号化処理等を行うチャネルデコーダと、音声及び制御情
報の符号化処理を行うチャネルエンコーダと、音声の符号／復号処理を行う音声コーデッ
クと、スピーカ１１１及びマイクロホン１１２とのインターフェイスとして機能する送受
話器とを備えている。
【００２１】
アンテナ８（８ａ～８ｃ）から入力された受信キャリアは、受信機－チャネルデコーダ－
音声コーデック－送受信機によって音声に変換されて、スピーカ１１１から出力される。
一方、通話中にマイクロホン１１２から入力された音声は、使用中の電話番号に対応した
信号処理回路１０１に入力され、送受信機－音声コーデック－チャネルエンコーダ－送信
器によって送信キャリアに変換されて、アンテナ８（８ａ～８ｃ）から出力される。これ
により、音声通話が達成される。携帯電話機１は、上述したように、３本のアンテナ８（
８ａ～８ｃ）と、３つの信号処理回路１０１（１０１ａ～１０１ｃ）とを有しており、３
つの電話番号のいずれか１つを使用して音声通話を行うことができる。
【００２２】
信号処理回路１０１ａ～１０１ｃには、それぞれレベル検出回路１０２ａ～１０２ｃが接
続されている。レベル検出回路１０２（１０２ａ～１０２ｃ）は、基地局からアンテナ８
（８ａ～８ｃ）を介して信号処理回路１０１（１０１ａ～１０１ｃ）に入力された受信キ
ャリアの電波強度を検出してそのデータを制御回路１１６に送信する。制御回路１１６は
、受信キャリアの電波強度に関するデータを、３つのレベル検出回路１０２（１０２ａ～
１０２ｃ）の各々から受信し、当該データに基づいて、ディスプレイ４にアンテナピクト
を表示する。
【００２３】
信号処理回路１０１ａ～１０１ｃのそれぞれと接続された制御回路１１６は、ＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）やメモリ等を有しており、制御中枢を司るものである。具体的
には、制御回路１１６は、予め記憶されているプログラムに従って、発呼指示入力手段で
ある発信ボタンを含む操作キー群６及び十字操作キー５からの入力に対する制御、ディス
プレイ４への表示の制御、信号処理回路１０１ａ～１０１ｃへの制御（例えば、シンセサ
イザの制御や、スピーカ１１１又はマイクロホン１１２との音声の送受信を行う信号処理
回路１０１ａ～１０１ｃの切り替え制御等）、着信音出力スピーカ１０３への音信号の出
力制御、並びに、バイブレータ用モータ１０４の駆動制御を行う。
【００２４】
また、制御回路１１６（図示せず）は、メモリを有しており、携帯電話機１で使用可能な
３つの電話番号の各々に関する通話時間を累積加算して当該メモリに記憶させたり、３つ
の電話番号の各々に関する通話料金を算出して当該メモリに記憶させたりする。上記メモ
リには、３つの電話番号の各々に関する通話料金を算出するためのプログラムが記憶され
ている。
【００２５】
この通話料金を算出するためのプログラムは、予め制御回路１１６内のメモリに記憶され
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ていてもよいし、携帯電話会社の代理店等に設置された専用端末機からインストールする
こととしてもよい。専用端末機からインストールすることとした場合、料金体系の変更に
対応することが可能になる。また、所定のサーバからダウンロードすることとしてもよい
。所定のサーバからダウンロードすることとした場合、携帯電話会社の代理店等に行くこ
となくプログラムを更新することができ、料金体系の変更に迅速に対応することができる
。
さらに、通話料金の算出条件を使用者が予め設定しておくことが可能なプログラムを予め
制御回路１１６内のメモリに記憶させておいてもよい。
【００２６】
また、制御回路１１６には、メモリ等を有する電話番号記憶回路１１３が接続されている
。電話番号記憶回路１１３には、相手先の電話番号、名称（氏名を含む）、メールアドレ
ス等が記憶される。
本発明の携帯電話機の外観及び内部構成は、勿論、図１、図２に示した例に限定されるも
のではない。
【００２７】
図３は、携帯電話機１の制御回路において実行される発信処理ルーチンである。
図４（ａ）～（ｅ）は、図３に示したサブルーチンが実行されるときに携帯電話機１のデ
ィスプレイ４に表示される画面画像を示す図である。
図３に示したサブルーチンは、予め実行されているメインルーチンから所定のタイミング
で呼び出されて実行されるものである。
【００２８】
まず、制御回路１１６は、待受画面となる画像を生成し、ディスプレイ４に待受画面を表
示させる（ステップＳ１）。その結果、ディスプレイ４には、図４（ａ）に示すような待
受画像が表示される。ディスプレイ４の右上には、携帯電話機１で使用可能な３つの電話
番号の各々について基地局からの電波の受信強度を示す３つのアンテナピクトが表示され
ている。
【００２９】
次に、制御回路１１６は、操作キー群６内にある発信ボタン（発呼指示入力手段）が操作
されたか否かを判断する（ステップＳ２）。発信ボタンが操作されていないと判断した場
合、処理をステップＳ２に戻す。一方、発信ボタンが操作されたと判断した場合、制御回
路１１６は、携帯電話機１で使用可能な３つの電話番号を示す画像を生成する（ステップ
Ｓ３）。
【００３０】
次に、制御回路１１６は、３つの電話番号の各々についての通話料金を算出する（ステッ
プＳ４）。この処理において、制御回路１１６は、制御回路１１６内のメモリに記憶され
た通話料金算出用のプログラムに基づいて、通常、当該電話番号に関する料金支払い先の
締め日の最終時刻を起算点とした場合の現時点までの通話累積時間に、単位時間あたりの
通話料金を乗じることによって通話料金を算出し、また、３つの電話番号の各々について
料金体系が異なる場合（例えば、所定金額まで通話料金が無料になるサービスを受けてい
る場合、曜日によって単位時間あたりの通話料金が異なる場合等）には、料金体系に応じ
て通話料金の算出方法を変更する。
【００３１】
次に、制御回路１１６は、通話料金を示す画像を生成し、複数の電話番号を示す画像を合
成してディスプレイ４に表示させる（ステップＳ５）。その結果、ディスプレイ４には、
図４（ｂ）に示すような画面画像が表示される。画面最上段には、携帯電話機１で使用可
能な３つの電話番号に対応した３つのアンテナピクトが表示されている。その下側には「
電話番号を選択して下さい。」という操作指示を示す画面画像が表示されている。
【００３２】
その下側には、携帯電話機１で使用可能な３つの電話番号を示す画像が表示されており、
３つの電話番号を示す画像の各々の上側には、当該電話番号の用途を示す画像として「個
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人用」、「業務用Ａ」、「業務用Ｂ」が表示され、さらに、当該電話番号についての通話
料金を示す画像として「￥１２，０００」、「￥６，０００」、「￥２，５００」が表示
されている。このとき、使用者は、通話料金を示す画像を見ながら、どの電話番号を使用
して発呼するかを決め、操作キー群６を操作することにより、発呼を行うために使用する
１つの電話番号を選択する指示を入力することができる。
【００３３】
このとき、制御回路１１６は、発信ボタン（発呼指示入力手段）によって発呼を行うため
の指示が入力されたことを受けて、複数の電話番号に関する画像、及び、複数の電話番号
の各々についての通話料金に関する画像をディスプレイ（表示部）４に表示させる電話番
号選択画像表示手段として機能する。また、操作キー群６は、上記電話番号選択画像表示
手段によってディスプレイ（表示部）４に画像が表示されているとき、複数の電話番号の
うち、発呼を行うために使用する１つの電話番号を選択可能とする電話番号選択手段とし
て機能する。
【００３４】
次に、制御回路１１６は、操作キー群６を介して、３つの電話番号のうち、発呼を行うた
めに使用する１つの電話番号を選択する指示の入力がされたか否かを判断する（ステップ
Ｓ６）。指示の入力がなかったと判断した場合、処理をステップＳ６に戻す。
【００３５】
一方、指示の入力があったと判断した場合、制御回路１１６は、選択された電話番号を示
す画像を反転表示する（ステップＳ７）。例えば、ディスプレイ４に図４（ｂ）に示す画
像が表示されているときに、「業務用Ｂ」の電話番号が選択された場合、図４（ｃ）に示
すように、「業務用Ｂ」の電話番号が反転表示される。このとき、「ＯＫ？」という確認
を促す画像が表示されるとともに、「（Ｙ／Ｎ）」という選択肢を示す画像が表示される
。使用者は、操作キー群６を操作していずれかの選択肢を選択することにより、発呼を行
うか否かを決定することができる。
【００３６】
次に、制御回路１１６は、電話番号を着信相手先に通知するか非通知とするかを選択する
ための通知／非通知選択画像を表示する（ステップＳ８）。その結果、ディスプレイ４に
は、図４（ｄ）に示す画像が表示される。「業務用Ｂ」の電話番号を示す画像の下側には
、「非通知発信？」という確認を促す画像が表示されるとともに、「（Ｙ／Ｎ）」という
選択肢を示す画像が表示される。使用者は、操作キー群６を操作していずれかの選択肢を
選択することにより、電話番号を着信相手先に通知するか、又は、非通知とするかを決定
することができる。このとき、制御回路１１６は、電話番号選択手段によって電話番号が
選択された際に、電話番号を着信相手先に通知するか非通知とするかを選択するための通
知／非通知選択画像をディスプレイ（表示部）４に表示させる通知／非通知選択画像表示
手段として機能する。
【００３７】
次に、非通知が選択されたか否かを判断する（ステップＳ９）。非通知が選択されたと判
断した場合には、発呼時に電話番号を通知しない旨を示すデータをあわせて送信する非通
知モードを選択する（ステップＳ１０）。ステップＳ９において非通知が選択されていな
いと判断した場合、又は、ステップＳ１０の処理が実行された場合、制御回路１１６は、
操作キー群６にある発信ボタンが再操作されたか否かを判断する（ステップＳ１１）。
【００３８】
ステップＳ１１において発信ボタンが再操作されていないと判断した場合、処理をステッ
プＳ１１に戻す。一方、ステップＳ１１において発信ボタンが再操作されたと判断した場
合、制御回路１１６は、選択された電話番号に対応する信号処理回路１０１とアンテナ８
とによって発呼を行う（ステップＳ１２）。このとき、制御回路１１６と、選択された電
話番号に対応する信号処理回路１０１及びアンテナ８とは、電話番号選択手段によって選
択された電話番号により発呼を行う発呼手段として機能する。
【００３９】
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ステップＳ１２の処理を行うとき、ディスプレイ４には、図４（ｅ）に示す画像が表示さ
れる。なお、非通知モードが選択されている場合には、電話番号を通知しない旨を示すデ
ータをあわせて送信するように発呼を行う。その後、本サブルーチンを終了する。
【００４０】
以上、携帯電話機１によれば、３つの電話番号から、発呼時に使用する電話番号を任意に
選択することができるため、複数の用途に明確に区別して使用することができ、着信相手
に複数の電話番号を使用していることを知られないようにして人間関係の悪化を防止する
ことができる。また、通話時間又は通話料金に関する画像を見ながら電話番号を選択する
ことができるため、近年の複雑な料金体系に対応して通話料金の低減を図ることができる
。
【００４１】
また、普段には一の電話番号で通話している着信相手に他の電話番号に電話することにな
ったような場合、当該他の電話番号を着信相手先に通知するか、非通知とするか選択させ
ることができるため、料金体系に対応して使用する電話番号を変更しながら、着信相手に
複数の電話番号を使用していることを知られないようにして人間関係の悪化を防止するこ
とができる。
【００４２】
本発明の携帯電話機において、複数の電話番号に関する画像は、図４（ｂ）に示すように
、複数の電話番号そのものを示す画像であってもよいが、使用者に複数の電話番号の各々
を認識させ得る画像であれば、特に限定されるものではない。複数の電話番号に関する画
像としては、複数の電話番号の各々に関連付けられた画像（例えば、文字、記号、絵柄等
の画像）を、複数の電話番号そのものを示す画像に替えて表示することが望ましい。周囲
の人に表示部の表示内容を見られたとしても、複数の電話番号を使用していることが認識
されにくくなり人間関係の悪化を防止することができるからである。
【００４３】
本発明の携帯電話機において、通話時間又は通話料金に関する画像は、図４（ｂ）に示す
ように、通話料金そのものを示す画像であってもよいが、例えば、通話時間そのものを示
す画像であってもよい。通話時間そのものを示す画像を表示することとした場合、通話料
金を算出する必要がなくなるため、通話料金を算出するプログラムが不要となり、料金体
系が変更されても当該プログラムの更新等を行う必要がなくなる。通話料金そのものを示
す画像を表示した場合、通話時間そのものを示す画像と比べて、発呼を行うための電話番
号を選択する際の直接的な指標となるため、使用者にとって電話番号を選択する際の利便
性が向上する。
【００４４】
また、通話時間又は通話料金に関する画像としては、上述した例に限定されるものではな
く、例えば、所定の通話料金が無料となるサービスにおける残り無料通話時間又は残り無
料通話料金を示す画像等、使用者が受けることが可能なサービスについての通話時間又は
通話料金に関する画像を表示することとしてもよい。このような画像も、発呼を行うため
の電話番号を選択する際の直接的な指標となるため、使用者にとって電話番号を選択する
際の利便性が向上する。
【００４５】
本発明の携帯電話機においては、図４（ｂ）に示したように、複数の電話番号を示す画像
の各々に対応させて、例えば、「私的用」、「業務用」というように、当該電話番号の用
途を示す画像を表示することが望ましい。発呼を行うための電話番号を選択する際の指標
となるため、使用者にとって電話番号を選択する際の利便性が向上するからである。
【００４６】
また、上述した携帯電話機１によれば、図３～図４に示した例のように、通知／非通知選
択画像は、発呼を行う際に常に表示されることになるが、通知／非通知選択画像は、例え
ば、以下のような条件が満たされた場合に表示されることとしてもよい。すなわち、相手
先の電話番号を携帯電話機で使用可能な複数の電話番号の各々に関連付けて電話番号記憶
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号と関連付けられた電話番号でない場合に、通知／非通知選択画像を表示することとして
もよい。このようにした場合、普段から相手先に使用している電話番号を選択したときに
は、通知／非通知選択画像が表示されず、普段であれば相手先に使用していない電話番号
を選択した場合のみ、通知／非通知選択画像が表示されるため、電話番号を相手先に通知
するか非通知とするかを選択する指示の入力が必要でない場合には省略することができ、
利便性が向上することになる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の携帯電話機の一例を模式的に示す斜視図である。
【図２】図１に示した携帯電話機の内部構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示した携帯電話機の制御回路において実行される発信処理ルーチンである
。
【図４】図３に示したサブルーチンが実行されるときに携帯電話機のディスプレイに表示
される画面画像を示す図である。
【符号の説明】
【００４８】
１　携帯電話機
２　アンテナ部
３　受話口
４　ディスプレイ
５　十字方向操作キー
６　操作キー群
７　送話口
８（８ａ～８ｃ）　アンテナ
１１　ケース
１２　カバー
１０１（１０１ａ～１０１ｃ）　信号処理回路
１０２（１０２ａ～１０２ｃ）　レベル検出回路
１０３　着信音出力スピーカ
１０４　バイブレータ用モータ
１１１　スピーカ
１１２　マイクロホン
１１３　電話番号記憶回路
１１６　制御回路
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